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──そのノウハウを土工へ応用した？

藤森氏●ええ。現場で本格的に取組み始めた

のは約10年前から。公共工事の総合評価方

式が広まり、加点対象となる技術を探したの

がきっかけです。最初は転圧管理から始め、

すぐバックホウやブルドーザのマシンガイダ

ンスにも取り組むようになりました。これによ

り、当社の現場ではそうした新技術に馴染み

やすい土壌ができ、i-Conへも抵抗感なく

入っていけました。

■さらなる3次元活用を現場へ浸透させる

──現場のICT活用支援チームがあるとか？

藤森氏●私を含め技術部員3人がチームとし

て動いています。公共民間を問わずICT関連

の工事の話が出たら、その現場の担当者を交

えて「何ができるか」「何をすべきか」を相談

して決定し、私たちが直接現場に出向いて運

用をサポートします。会社としては「すべての

現場にICTを導入する」方針なので、チーム

メンバーは常時7～8から10現場を手分けし

て走り回っている状況です（笑）。

──民間の現場でもICTを？

梅宮氏●むしろ自由度の高い民間工事こそ、

チャレンジングな取組みを行いやすいですね。

　

国交省発注工事では活用するICTのメニュー

がほぼ決まっているので、私たちが提案する余

地はさほどありません。しかし、施工方法の選

択などに自由度が高い民間工事なら、求められ

る品質さえきちんと担保できれば、新技術への

許容度はかなり高いです。だから私たちは民間

工事で新技術を積極的に試し、その成果を公

共工事に生かせればと考えています。

──初のICT舗装工はいかがでしたか？

藤森氏●ICT舗装工については、「3Dレーザ

スキャナを用いた出来形管理(TLS出来形管

理)」が肝になると考え、昨年度から準備を進

めていたので、ある程度自信を持って工事に

臨むことができました。舗装全層について

TLS出来形管理を実施しましたが、大きなト

ラブルもなく、この12月に竣工を迎えまし

た。これまでもミリ単位の管理が要求されて

きた舗装の施工で、新たに面的な全数管理を

しなければならないということになり、現場は

非常に気をつかい苦労して施工したようで

す。しかし、この経験もきっと次の現場に活か

せるはずです。

──ツールは何をお使いですか？

梅宮氏●手法もツールも現場に合わせて多様

な製品を使い分けています。福井コンピュータ

製品はEX-TREND武蔵とTREND-POINT、

　

TREND-COREを使っており、特に土工工事に

関しては福井コンピュータ製品が主力です。中で

もTREND-POINTは、計測した膨大な点群デー

タも軽々扱えるし、ビューアー付き3次元データ

で出力して皆でビジュアルに共有することもで

きるので非常に便利に使っています。

──今後のご計画は？

藤森氏●会社の方針として、2年ほどの期間

でICTを現場へ普及浸透させていく計画で

す。具体的には、公共・民間の現場を通じて蓄

積した技術・ノウハウをまとめてケース毎に

取捨選択し、施工方法や使用機械について

「こういう場合はこう」という指針をまとめま

す。これができあがれば、ICT工事について、

全社的にシステマティックな対応が可能にな

るのではないか、と期待しています。

桑本氏●広い意味では、やはり3次元の活用

を現場にさらに普及させることが目標です

ね。特に今後は3次元のヴィジュアライゼー

ションを現場作業で多くの人間が使えるよう

にしていきたいです。打合せや計画等様々な

シーンで上手く3次元を活用できれば、もの

の形状やものづくりの手順もイメージしやす

くなるはずです。人材教育の点からも大きな

効果が期待できますし、そういう活用法も考

えていきたいですね。
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